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地域交通・買い物アクセスプロジェクト 
〜京都府北部における⽣活者のための多様なモビリティ〜

1. プロジェクトの背景と⽬的
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• 地域公共交通の廃⽌による住⺠⽣活の移動⼿段
の問題や、「買い物弱者」問題を背景として、京丹
後市を中⼼に京都府北部でフィールドワークを実施

• 交通政策・共助交通・新たなモビリティ・買い物アク
セスの4つのテーマに分かれて、それぞれの課題解決
⽅法を導き出すために活動を実施

• 1年⽬のプロジェクトとして、まずは京丹後市での課
題を知り、取り組む⼈に話を聞くことに焦点を当てた

出典 https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20231230-OYO1T50005/

出典 https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230926/k10014206961000.html

2. 地域交通・買い物アクセスプロジェクトの活動概要
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①交通政策チーム ②共助交通チーム ③新モビリティチーム ④買い物アクセスチーム

ü 活動地域︓主に京丹後市
全域

ü 活動内容︓⾃家⽤⾞と公
共交通の「共存⽅法」を考
え、定額制（サブスク）の
導⼊を提案した

ü 活動地域︓主に丹後町
（⼀部舞鶴市）

ü 活動内容︓「ささえ合い交
通」はいかにして持続可能
になるのか、継続的な調
査をもとに考えた

ü 活動地域︓主に峰⼭・⼤
宮地域（⼀部舞鶴市）

ü 活動内容︓”mobi”がい
かにして市⺠に定着するの
か、実際の乗⾞やヒアリン
グ等をもとに考えた

ü 活動地域︓主に⼤宮町
常吉地区

ü 活動内容︓「つねよし百
貨店」をフィールドに、買い
物弱者の多様な側⾯につ
いて考えた

3. 活動を通じた気づき①地域交通・モビリティ編
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Ø京丹後市には上限200円バスやささえ合い交
通、 mobiなど多様な移動⼿段があるが、公共
交通は⾃家⽤⾞に⽐べて不便という認識がある

Øしかし⾼齢化の進む京丹後市では公共交通が
「⽣活者」にとってますます不可⽋なものに︓た
とえば、公共交通定額制（サブスク）の導⼊や、
モビリティ・ミックス*の推進も重要になる︕

（例）京丹後市における公共交通定額制の提案

*モビリティミックス…地域公共交通に加えて、⾃家
⽤⾞も含めた全ての移動⼿段を組み合わせること。

4. 活動を通じた気づき②買い物アクセス編
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Ø活動開始当初は買い物弱者＝⾼齢者のみという
イメージであったが…常吉地区での活動を通じて、
⼦どもたちや若年層もまた「買い物弱者」に含ま
れるということがわかった

Ø「⼦ども百貨店」のイベント開催を通じて、⼦どもた
ちにとってつねよし百貨店は放課後に⽴ち寄れる
場所（≒サードプレイス）で、幅広い年代の住
⺠と交流できる場であることがわかった

必要なものが
必要な時に⼿
に⼊らない…

つねよし百貨店に
ないものは遠くま
で買いに⾏かなけ
ればいけない…

京丹後市⼤宮町常吉地区
の⼦どもたちの声

5. 課題解決に向けた「提案・提⾔」の作成
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①「政策研究交流⼤会」への出場

コンソーシアム京都主催の⼤会に4チームが出場
し、テーマに応じた政策提⾔を作成、発表した

②チーム活動から派⽣した懸賞論⽂への応募

プロジェクト学⽣のうち1名が、活動をもとに懸賞
論⽂*に応募し、「地⽅部におけるモビリティミック
スの提案」の題で、2023年度優秀賞を受賞

*関⻄交通経済研究センター「提案・提⾔」論⽂
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3-2 京丹後市モビリティミックス協議会とその構成 
 市内の複数の交通事業者が連携・協働して 1 つに統合されたシステムを運営していくた
めには、政策実施者である⾏政（京丹後市）も⼊った協議会の設置が必要であると考える。
野村（2021b）によれば、MaaS には、“Budget”（予算）、“Bundles”（バンドル＝束ねる）、
“Brokers”（ブローカー、仲介者） の 3 つの B（3Bs）が重要であるといわれている。協議
会は、予算編成やサービスをバンドルする＝束ねる、また利害関係者を仲介する役割を担
う機関であると⾔うことができ、MaaS を実現していく上で必要不可⽋な存在である。 
 

 
図 5 京丹後モビリティミックス協議会の概要 

（出所）筆者作成 
 

本協議会は「京丹後モビリティミックス協議会」と名付け、図 5 で⽰した関係者で構成
される官⺠共同の組織である。協議会において、⾏政は「関係者間の調整」や「市⺠への
サブスクサービスの提供」、事業者は「運⾏状況に関わるデータ提供」や「事業者間共同
によるデータ連携」、NPOには「住⺠参加のプラットフォームの構築」（利⽤者として、提
供者としての多様な市⺠参加の形）といった各々の役割を担うことになる。協議会は、各
運⾏事業者から提供される各種データを元に地域の公共交通の連携・協働に向けた協議を
⾏うほか、協議会に⼊るサブスクサービスの収⼊を各事業者の利⽤状況等に応じて分配す
る。本稿では、サブスクの運営に係るコストや減収リスクの検証を⾏うことはできなかっ
たが、恒久的なサービスの実施のためには⾏政からの補助⾦等の公的な⽀援が⾏われる可
能性もある。そのような場合には、協議会を通して調整を⾏うことが想定される。 
 
3-3 京丹後版 MaaS が市⺠・事業者・周辺地域に与えうる影響 
 複数の交通モードが統合されることによって、利⽤者である京丹後市⺠のほか、それぞ
れの交通事業者にも様々なベネフィットをもたらすことが考えられる。以下では、市⺠・
事業者・周辺地域に分けて、それぞれに与えうる影響について述べていく。 

論⽂内での「モビリティ・ミックス」の提案

政策研究交流⼤会での報告の様⼦

6. 活動をふまえた今後の課題
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• 1年⽬の今年度は、地域交通・買い物アクセスに関わる課題を知る
ため、政策や実践に関わる⼈々に話を聞いてきたが、住⺠の⽅々の
具体的な困りごとについては⼗分に把握できなかった。

•今後は、各チームで作り上げた提案・提⾔を地域の⽅々と共有しな
がら、実際に交通や買い物で困っている⽅々にも話を聞きながら、
⽣活者のための多様な移動⼿段や、買い物アクセス確保に向けた
⽅策について考えていきたい。

ご清聴ありがとうございました︕
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